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ボ
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就任のご挨拶
９月定例会閉会日（１０月３日）に、議長及び副議
長選挙が行われました。議長には田口議員、副議長
には宇田議員が就任しました。

皆
様
の
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て
、鹿

嶋
市
議
会
議
長
の
大
役
を
拝
命
し
、衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

冒
頭
に
、こ
れ
ま
で
の
二
年
間
、鹿

嶋
市
議
会
の
議
会
改
革
と
融
和
に
ご

尽
力
頂
き
ま
し
た「
内
田
議
長
・
河
津

副
議
長
」に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、議
長
と
し
て
議
会
運
営
に
あ

た
り
、二
点
の
抱
負
を
考
え
て
い
ま
す
。

一
点
目
は
、市
民・執
行
部・議
員
と

日
「々
報
連
相
」を
実
践
す
る
議
会
運

営
を
展
開
し
ま
す
。組
織
運
営
の
基
本

は「
報
告
」「
連
絡
」「
相
談
」を
実
践
す

る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

二
点
目
は
、「
二
元
代
表
制
」の
構
築

と
活
発
な
議
論
の
具
現
化
で
す
。市
民

の
想
い
と
各
議
員
の
研
鑽
と
切
磋
琢

磨
を
糧
に
、執
行
部
へ
の
切
り
込
み
と

活
発
な
意
見
提
言
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。結

び
に
、執
行
部
の
ご
理
解
と
議
員

各
位
の
更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
、議
長
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

こ
の
度
、議
員
の
皆
様
の
御
推
挙
に

よ
り
、鹿
嶋
市
議
会
副
議
長
に
就
任
し

ま
し
た
。身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、そ

の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。副

議
長
と
し
て
、議
長
を
補
佐
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、社
会
環
境

の
変
化
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、市
民
の

皆
様
方
の
声
に
耳
を
傾
け
、時
代
に
適

合
し
た
政
策
実
現
に
向
け
、努
力
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。　

ま
た
、各
議
員
と
の
情
報
共
有
を
図

り
、円
滑
な
議
会
運
営
が
で
き
る
よ
う

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。併

せ
て
、郷
土
の
将
来
を
担
う
次
世
代
に

誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、持
続

可
能
で
活
力
あ
る
鹿
嶋
の
実
現
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
市
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
」と
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、市

民
の
皆
様
の
ご
指
導
、ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、副
議
長
就
任

の
挨
拶
と
い
た
ま
す
。

議
長
挨
拶

議
長

　
田
口
　
茂

副
議
長

　
宇
田

　
一
男

副
議
長
挨
拶
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  9 
定例会
月令和7年度鹿嶋市一般会計補正予算（第4号）などについて審議

9月3日から10月3日までの31日間、令和7年第3回定例会が開催されました。市長から15件、委員会から1件議案が提
出されたほか、議会へ提出された1件の請願、委員会から提出された1件の意見書を審査しました。議決結果は次のと
おりです。

市長から提出された議案15件

議案第39号 令和7年度鹿嶋市一般会計補正予算
（第4号） 1億1,137万2千円を追加（総額249億2,571万4千円） 原案可決

議案第40号 令和7年度鹿嶋市介護保険特別会計補
正予算（第1号） 8,850万円を追加（総額54億125万7千円） 原案可決

議案第41号 令和7年度鹿嶋市水道事業会計補正予
算（第1号） 収益的支出・・・13万5千円を追加（総額18億369万2千円） 原案可決

議案第42号 令和７年度鹿嶋市下水道事業会計補
正予算（第１号）

収益的収入・・・2,198万1千円を減額（総額16億970万6千円）
収益的支出・・・2,006万9千円を減額（総額16億2,848万2千円）
資本的収入・・・1,140万円を追加（総額5億271万5千円）
資本的支出・・・1,122万6千円を追加（総額9億102万1千円）

原案可決

議案第43号 令和７年度鹿嶋市農業集落排水事業
会計補正予算（第１号） 収益的支出・・・397万9千円を追加（総額1億986万2千円） 原案可決

議案第44号

鹿嶋市行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例
の一部を改正する条例

地方公共団体情報システムの標準化に関する法律に基づくシステ
ムの標準化に伴い、新たに実装される「住登外者宛名番号管理機能」
を扱う事務について、マイナンバーの独自利用事務等として位置
付けるため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第45号
鹿嶋市職員の育児休業等に関する条
例及び鹿嶋市職員の勤務時間、休暇等
に関する条例の一部を改正する条例

地方公務員の育児休業等に関する法律等の改正に伴い、職員の仕
事と育児の両立支援の拡充を図るため、関連する条例の一部を改
正するもの。

原案可決

議案第46号 鹿嶋市消防団員の任免、定員、服務等
に関する条例の一部を改正する条例 消防団員の定数を実態に合わせるため、条例の一部を改正するもの。 原案可決

議案第47号
鹿嶋市営鹿島神宮駅西駐車場の設置
及び管理に関する条例の一部を改正
する条例

鹿島神宮駅西駐車場の料金体系の見直しをするため、条例の一部
を改正するもの。 原案可決

議案第48号
鹿嶋市移動等円滑化のために必要な
特定公園施設の設置に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令の
改正に伴い、引用する条文の条ずれの修正を行うため、条例の一部
を改正するもの。

原案可決

諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について、人権擁護委員法第6条第3項
の規定により議会の意見を求めるもの。
宮沢 政治氏（再任）

原案適任

認定第1号 令和6年度鹿嶋市一般会計及び特別会
計歳入歳出決算認定について

令和6年度の鹿嶋市一般会計及び特別会計、鹿嶋市水道事業会計、
鹿嶋市下水道事業会計並びに鹿嶋市農業集落排水事業会計の決算
について、認定を求めるもの。

原案認定

認定第2号 令和6年度鹿嶋市水道事業会計決算認
定について 原案認定

認定第3号 令和6年度鹿嶋市下水道事業会計決算
認定について 原案認定

認定第4号 令和6年度鹿嶋市農業集落排水事業会
計決算認定について 原案認定
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 ※内田政文議長は、採決に加わりません。

９月定例会議員賛否一覧表

賛否が分かれた議案の
賛 否 結 果

未来かしま
公明
かしま

日
本
共
産
党

幹会 有志の会

栗
林　

京
子

根
崎　

彰

池
田　

芳
範

小
池　
み
よ
子

笹
沼　

康
弘

内
野　

敬
仁

中
薗　

薫

樋
口　

龍
章

山
口　

哲
秀

横
山　

揚
久　

立
原　

弘
一

宇
田　

一
男

菅
谷　

毅

舛
井　

明
宏

佐
藤　

信
成

田
口　

茂

河
津　

亨

斉
藤　

裕
樹

加
勢　

誠

認定第１号　令和６年度鹿嶋市一
般会計及び特別会計歳入歳出決算
認定について

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
決
算
は
、違
法
や
不
当
な
支
出
は
な
く
、

市
民
に
新
た
な
負
担
を
求
め
る
内
容
も
基

本
的
に
は
認
め
ら
れ
ず
、国
保
税
の
子
ど

も
の
均
等
割
り
免
除
を
継
続
す
る
な
ど
、

一
定
の
努
力
が
評
価
で
き
る
。し
か
し
、物

価
高
騰
に
よ
り
市
民
生
活
が
一
層
厳
し
く

な
る
中
、多
く
の
自
治
体
が「
子
育
て
世
帯

の
支
援
」や「
少
子
化
対
策
」を
目
的
に
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
学
校
給
食
の

無
償
化
に
踏
み
切
っ
て
い
る
。自
治
体
の

最
大
の
責
務
は
住
民
福
祉
の
向
上
で
あ
り
、

市
民
の
切
実
な
要
望
に
応
え
る
予
算
配
分

が
求
め
ら
れ
る
。し
か
し
、本
議
案
か
ら
は
、

そ
の
意
欲
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
た
め
、反
対
と
す
る
。

財
政
調
整
基
金
に
頼
ら
な
い
健
全
な

予
算
編
成
を
行
い
、経
常
収
支
比
率
の

改
善
や
単
年
度
収
支
の
黒
字
化
、基
金

の
積
み
増
し
、市
債
残
高
の
大
幅
減
少
を

実
現
し
た
点
は
高
く
評
価
で
き
る
。
今
後

は
、社
会
変
化
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
在
り
方
を
見
据
え
、限
ら
れ
た
財
源

を
真
に
必
要
な
事
業
へ
重
点
的
に
投
資
す

べ
き
で
あ
る
。ま
た
、自
主
財
源
の
確
保
に

向
け
て
、ふ
る
さ
と
納
税
や
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
に
加
え
、返
礼
品
の
供
給
体
制
な

ど
の
課
題
に
も
的
確
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。さ
ら
に
、既
に
進
め
て
い
る
ム

リ・ム
ダ・ム
ラ
の
見
直
し
を
改
め
て
行
い
、

よ
り
良
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
持
続

可
能
な
自
治
体
運
営
の
実
現
を
期
待
し
、

本
議
案
に
賛
成
と
す
る
。

認
定
第
1
号 

令
和
６
年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

 

反
対　
立
原 

弘
一
議
員

 
賛
成　
宇
田 

一
男 

議
員

討
論

討論とは・・・
採決の前に、議員が、議題となっている
案件に対し、賛成か反対かの自己の意見
を表明することを言います。

議会用語
解説コーナー

委員会から提出された議案　1件

第5号議案 鹿嶋市議会政務活動費の交付に関す
る条例

議会活動を充実させ、市政に関する調査研究を進め、市民への説明責
任を果たすとともに、開かれた議会を実現するため、政務活動費制度
を導入し、その交付に関する条例を制定するもの。

原案可決

議会に提出された請願　1件

令和7年
請願第3号

教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度堅持のための政府予算に係る
意見書採択を求める請願

学校現場での、ゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するためには、
加配教員の増員や少数職種の配置増など、教職員定数改善が不可欠で
あるため、国及び関係省庁へ意見書を提出するよう請願するもの。

採択

委員会から提出された意見書　1件

意見書第2号
教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度堅持のための政府予算に係る
意見書

地方自治法第99条の規定に基づき国会及び関係省庁へ意見書を提出
するもの。 原案可決

4



意
見
書

提出先　　　衆議院議長　　　参議院議長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内閣総理大臣　　　　財務大臣

総務大臣　　文部科学大臣

学校現場では、子どもの貧困・いじめ・不登校、教職員の長時間労働や未配置など、解決すべき課題が山
積しており、子どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究や授業準備の時間を十分に確保する
ことが困難な状況となっています。ゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加配教員の増
員や少数職種の配置増など教職員定数改善が不可欠です。
2021年3月の義務標準法改正により、小学校の学級編制標準は2025年度までに35人に引き下げられま

した。また、中学校においては2026年度から引き下げる方針となっています。今後は、高等学校での早期
実施と、きめ細かい教育活動をすすめるために、さらなる学級編制標準の引き下げ、少人数学級の実現が
必要です。
義務教育費国庫負担制度については、2006年度に国庫負担率が2分の1から3分の1に引き下げられま

した。厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあるが、自治体間の教育格
差が生じることは大きな問題です。子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられ
ることが憲法上の要請であり、国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、ゆたかな子どもの学びを
保障するためにも、国庫負担制度の堅持、さらには国庫負担率2分の1への復元が必要です。
今国会では、学校の働き方改革の推進と教員の処遇改善をはかるとして、給特法等の一部改正法案が国

会に提出されています。法案では、学校の働き方改革について、自治体での体制整備がはかられるものの、
「業務の3分類」をはじめ実行は自治体ごとの対応となっています。確実な推進のためには、国による財源
や人の配置などの支援が不可欠です。
こうした観点から、国会及び政府におかれましては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治

体が計画的に教育行政をすすめることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

記
　1　学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員の増員や少数職種の配置増など
        教職員定数改善を推進すること。

　2　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財源を確保した上で義務教育費国庫負担
        制度を堅持すること。

　3　自治体が実効性のある働き方改革を実行するために必要な予算措置を講じること。

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための
政府予算に係る意見書

国に意見書を提出しました!
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一般会計では、歳入歳出差引額が７億5,442万6千円、実質単年度収支は１億9,113万7千円の黒字となっている。
特別会計を含め、前年度同様に厳しい財政状況ではあるが、ふるさと納税事業の拡充やＤＸの活用などにより、収支
の改善に努めている。

予算決算常任委員会を総務生活・文教厚生・都市経済の3つの分科会に分かれることで、詳細な決算審査を行いまし
た。さらに7つの事業を抽出し、市に対し提言などを行いました。

令和 6年度決算の特徴

決算の審査について

令和６年度会計別決算 歳入（収入） 歳出（支出）

一般会計 263 億 8,098 万 9千円 256 億 2,656 万 3千円

特別会計

国民健康保険 65億 1,498 万 2千円 64億 583 万 4千円

後期高齢者医療 10億 6,389 万 2千円 10億 6,116 万 3千円

介護保険 52億 2,257 万 2千円 50億 6,461 万 6千円

平井東部土地区画整理事業 5,127 万円 1,845 万 3千円

墓地 1,763 万 7千円 1,147 万円

公共料金等集合支払 3億 921 万 7千円 3億 921 万 7千円

公営企業会計

水道事業
収益的収支 20億 769 万 9千円 17億 5,152 万 6千円

資本的収支 10億 3,958 万 5千円 16億 8,448 万 5千円

下水道事業
収益的収支 15億 4,312 万 4千円 13億 9,375 万円

資本的収支 6億 3,877 万 6千円 10億 9,650 万 4千円

農業集落排水事業
収益的収支 1億 2,981 万 5千円 1億 1,989 万 5千円

資本的収支 1,700 万円 3,051 万円

令和 6 年度決算の内容は？

令和6年度の決算を認定しました！

出）出）
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情報政策推進費（決算額：9,986万6千円）　

自動車運行管理経費（総務課）（決算額 : 1,686万1千円）　

予算決算常任委員会では、３つの分科会に分かれ、
令和6年度の決算をチェック！
7つの事業を抽出し、評価しました！

評価理由
マイナンバーカードの利活用や窓口ＤＸの推進、庁内業務の効率化など、多角的な取組が進められている。業務時間の削
減や作業の統一化など、明確な成果が見られることから、本事業は「十分評価できる」とする。一方で、各課におけるツー
ルの活用状況にはばらつきがあることから、市役所全体で活用方法の統一と水準の底上げを図り、その効果をさらに広げ
ていく必要がある。

評価理由
市が保有する公用車や市有バスの管理については概ね適切であり、ＰＨＥＶ車の導入など新たな取組も見られる。一方で、
ＮＨＫ受信料の支払いの扱い、バス運行管理委託における契約方法の効率性、二酸化炭素（CO₂）削減目標が設定されてい
ないことなど、改善すべき点もある。これらを踏まえ、本事業は「やや評価できる」とする。

事業概要
スマートシティの実現を見据え、行政におけるＤＸを推進するとともに、ＩＣＴ資産の適切な管理と基盤整備を進めるこ
とで、市民サービスの質の向上と業務の効率化・省力化を図る。人口減少や財政制約が進む中にあって、行財政改革を支
える基盤的な取組として位置付けられている。

事業概要
集中管理車両（総務課が集中管理する公用車）を適正に管理し、安全かつ効率的な運行を図る。

【決算評価】
  Ａ…十分評価できる　　　　
  Ｂ…やや評価できる　　
  Ｃ…あまり評価できない　　
  Ｄ…全く評価できない

放課後児童健全育成事業（決算額 :2億6,812万円）　

夜間小児救急診療事業（決算額 :4,953万3千円）

評価理由
現在、全児童の約40%程度が児童クラブを利用していることからも必要性は十分であり、利用
者から大きな不満もなく、予算措置についても適切である。さらに、共働き世帯の増加など社
会情勢にも的確に対応した取組であることから、本事業は「十分評価できる」とする。

評価理由
平成16年1月から本市が開設者として運営し、鹿島医師会及び4市（神栖市・鉾田市・行方市・潮来市）の協力のもと、かかりつ
け医での受診が困難な夜間帯に初期救急診療を提供している。医師の判断により、必要に応じて迅速に二次・三次救急へ繋
げる体制を整え、子どもを持つ地域住民の不安軽減に寄与している。また、急な発熱など判断が難しい場合の助けともなり、
20年以上にわたり小児の夜間救急医療を支えてきたことから、本事業の必要性は高く評価できる。利用者数は、少子化に伴
う対象児童数の減少によりピーク時に比べて減少傾向にあるものの、保護者にとって大きな支えとなっている。これらを
踏まえ、本事業は「十分評価できる」とする。

事業概要
小児救急医療体制が脆弱な鹿行地域における、夜間（20時~23時）の小児救急医療体制の確保(一次救急）を図るため、本市
が開設者となり「鹿嶋市夜間小児救急診療所」を運営している。

事業概要
市内の全小学校において、合計38クラブを開設し、利用を必要とする全ての児童の受け入れを行っ
ている。放課後児童支援員が見守る中、遊びや学習を通じて集団生活を学ぶ場を提供している。
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ふるさと納税推進事業（決算額 :1億6,933万3千円）

農業振興事業（決算額 :1,771万5千円）

道路維持補修費（決算額 :3億358万8千円）

評価理由
ふるさと納税は、市が対策を講じなければ市税が一方的に流出する状況となり得ることから、事業の必要性は十分に認め
られる。また、設定した目標額を着実に達成し、寄附額も倍増するなど顕著な成果を上げていることから、事業目的の達成
において高い有効性があると評価できる。さらに、必要な事務経費の範囲内で事業を遂行し、確実な効果を上げていること
から、費用対効果の面でも効率的に実施されていると認められる。これらを踏まえ、本事業は「十分評価できる」とする。

評価理由
農産物の売上は目標を達成し、主要作物の収益も好調であった点は成果として認められる。一方で、新規就農総合支援事業
補助金の新規受給実績がなく、支援制度を十分に活用できていないことは課題である。また、補助金が経費補填にとどまり、
生産性向上や収益基盤の強化といった持続的な成果に十分結びついていない点も課題として挙げられる。これらを踏まえ、
本事業は「やや評価できる」とする。

評価理由
ロードマネージャーによる道路パトロールを活用し、事務の効率化を図っている。また、小規模な補修や維持管理は、職員
による直営施工を行うことで、効率的な業務運営に努めている。限られた予算の中で、緊急性や重要性の観点から優先順位
を設定し、適切に補修を実施していることから、事業は効率的に運営されていると評価できる。これらを踏まえ、本事業は「十
分評価できる」とする。

事業概要
ふるさと納税制度を活用し、安定的な財源の確保を図るとともに、地元特産品やサービスを返礼品として寄附者に送付する
ことで、地元産業の活性化、交流人口の増加、市の知名度向上につなげる。また、寄附金を地域課題解決のための財源とし、
市民サービスの向上を目指す。

事業概要
本市農業の振興における課題である農業生産コストの低減や担い手の育成を解決するため、近代的な農業生産方式の導入
や栽培技術の向上によるコスト削減、さらに新規就農者が就農しやすい環境整備に必要な助成支援を行うことで、農業の
持続的な発展を図る。

事業概要
適切な道路の維持管理を行うことで、安全の確保を図るとともに、生活環境の向上に努めるものである。また、路面再生工
事は、公共施設等適正管理推進事業債を活用して実施している。

決算審査の在り方　決算と予算の連動について

　決算審査（9月） 　予算審査（3月）
予算決算常任委員会の中で3つの
「分科会」に分かれ、それぞれ
事業の抽出をし、事業評価シー
トにより評価を行う。

決算審査での評価に対して、改
善すべき点や拡充すべき点が、
新年度予算でどのように反映さ
れているかをチェックする。

事業名

評価に至った理由

今後の方向性

〇〇事業

評価

議会の評価をもとに、市長には
事業の改善を進めてもらう。

予算決算常任委員会
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｠
総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
2
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑
と
意
見

■
議
案
第
45
号　

鹿
嶋
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
及
び
鹿
嶋
市
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

議
案
概
要

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
を
受
け
、

育
児
部
分
休
業
の
取
得
パ
タ
ー
ン

の
多
様
化
、仕
事
と
育
児
の
両
立

支
援
制
度
等
の
利
用
に
関
す
る
職

員
の
意
向
確
認
等
に
つ
い
て
、国

家
公
務
員
と
同
様
の
取
扱
い
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
改
正
を
行
う
も

の
。問

部
分
休
業
を
取
得
し
た
職

員
の
業
務
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
は
整
え
て
あ
る
の
か
。

答
所
属
長
が
業
務
分
担
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
、

一
定
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。育

児
休
業
の
場
合
に
は
補
助
職
員
を

配
置
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
が
、現
行
の
1
日
2
時
間
の

育
児
部
分
休
業
に
お
い
て
は
、こ

れ
ま
で
特
段
の
業
務
へ
の
支
障
は

生
じ
て
い
な
い
。今
後
、業
務
に
影

響
が
生
じ
た
場
合
に
は
、育
児
休

業
時
と
同
様
に
補
助
職
員
を
配
置

す
る
な
ど
、適
切
な
配
慮
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

意
見男

性
職
員
も
育
児
休
業
を
取
得

す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、子
育

て
し
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
は

望
ま
し
い
取
組
で
あ
る
。フ
ォ
ロ
ー

に
あ
た
っ
た
職
員
へ
奨
励
金
を
支

給
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。業
務
に
支
障
が
生
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、今
後
も
フ
ォ

ロ
ー
体
制
の
整
備
を
徹
底
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

採
決
の
結
果
、議
案
44
号
及
び

議
案
第
45
号
は
全
会
一
致
を
も
っ

て
、原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、

補
正
予
算
5
件
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

 

主
な
質
疑

■
議
案
第
39
号　

令
和
7
年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
4
号
）

問
公
共
交
通
対
策
事
業
に
お

け
る
大
洗
鹿
島
線
安
全
輸

送
設
備
整
備
補
助
金
に
関
し
、大

洗
鹿
島
線
車
両
更
新
計
画
で
本
市

が
負
担
す
る
総
額
は
。

答
更
新
す
る
車
両
は
4
両

で
、1
両
に
つ
き
1
年
目

に
部
品
調
達
、2
年
目
に
車
両
の

製
造
組
み
立
て
を
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。こ
れ
を
4
回
繰
り

返
す
た
め
、市
が
負
担
す
る
総
額

は
検
査
費
用
も
含
め
8
年
間
で

6
7
6
5
万
6
千
円
と
な
る
見
通

し
で
あ
る
。

問
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

に
お
け
る
こ
ど
も
食
堂
支

援
金
に
関
し
、こ
ど
も
食
堂
を
利
用

し
て
い
る
子
ど
も
の
数
と
そ
の
率

は
。答

対
象
団
体
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
は
30
人
か
ら

1
0
0
人
位
の
利
用
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。子
ど
も
に
限
ら
ず
、保

護
者
、近
隣
市
在
住
の
方
も
利
用

し
て
い
る
が
、市
内
の
子
ど
も
全

体
に
お
け
る
利
用
率
は
把
握
し
て

い
な
い
。

問
公
共
下
水
道
事
業
助
成
費

に
お
け
る
下
水
道
事
業
負

担
金
に
関
し
、市
と
し
て
把
握
し

て
い
る
陥
没
危
険
性
の
あ
る
排
水

管
路
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
。

答
現
在
、陥
没
に
つ
な
が
る

管
路
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
が
、汚
水
管
路
に
雨
水
が
流

入
す
る
事
例
は
複
数
あ
る
た
め
、

計
画
的
に
調
査
と
工
事
を
進
め
て

い
き
た
い
。

採
決
の
結
果
、全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
を
審
査

一
般
会
計
等
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
査

総 務 生 活 委 員 会

予 算 決 算 常 任 委 員 会●
委
員
会
の
活
動
●

※
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
4
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で

の
採
決
の
結
果
は
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。
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文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、1
件

の
請
願
を
審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
意
見

■
請
願
第
3
号

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を
求

め
る
請
願

 

請
願
概
要

学
校
現
場
で
は
、子
ど
も
の
貧

困
や
不
登
校
、教
職
員
の
長
時
間

労
働
な
ど
課
題
が
山
積
し
、教
材

研
究
や
授
業
準
備
の
時
間
確
保
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
。子
ど
も
の

ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障
し
、学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、教
職
員
定
数
の
改

善
、少
人
数
学
級
の
推
進
が
不
可

欠
で
あ
る
。あ
わ
せ
て
、義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
と

と
も
に
、２
０
０
６
年
度
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
国
庫
負
担
率
を
２
分

の
１
に
復
元
し
、全
国
ど
こ
に
住

む
子
ど
も
も
等
し
く
一
定
水
準
の

教
育
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。教
育
の

機
会
均
等
の
確
保
と
格
差
是
正
は

憲
法
上
の
要
請
で
あ
り
、そ
の
実

現
に
は
国
に
よ
る
財
源
保
障
が
不

可
欠
で
あ
る
。さ
ら
に
、自
治
体
が

実
効
性
あ
る
改
革
を
進
め
る
た
め

の
財
政
的
・
人
的
支
援
も
必
要
で

あ
る
。よ
っ
て
、こ
れ
ら
の
実
現
に

向
け
国
の
関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る

も
の
で
あ
る
。

 
意
見

  

「
教
員
給
与
特
別
措
置
法
」に
つ

い
て
は
、給
与
の
一
定
額
増
が
図

ら
れ
る
一
方
で
、残
業
の
制
限
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、現

場
の
教
員
に
大
き
な
負
担
が
生
じ

て
い
る
。請
願
の
趣
旨
は
妥
当
で

あ
り
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

採
決
の
結
果
、令
和
７
年
請
願

第
３
号
は
全
会
一
致
で
採
択
す
べ

き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
意
見
書
の
詳
細
は
5
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
し
て
い
ま
す
！

都
市
経
済
委
員
会
で
は
、2
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑
と
意
見

■
議
案
第
47
号

鹿
嶋
市
営
鹿
島
神
宮
駅
西
駐
車
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

議
案
概
要

鹿
嶋
市
営
鹿
島
神
宮
駅
西
駐
車

場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事

業
は
、令
和
元
年
度
ま
で
は
黒
字

で
推
移
し
て
い
た
が
、令
和
２
年

度
の
緊
急
事
態
宣
言
以
降
、利
用

者
数
が
急
激
に
減
少
し
た
。現
在

は
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、令

和
元
年
度
の
水
準
と
比
較
す
る
と
、

利
用
率
は
約
64
％
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
に
加
え
、

人
件
費
や
電
気
料
な
ど
の
支
出
も

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、現
在

は
約
１
５
０
万
円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
る
。本
条
例
は
、料
金
体
系
を

見
直
し
、混
雑
が
予
想
さ
れ
る
時

期
に
割
増
料
金
を
徴
収
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
駐
車
場
の
利
用
者
が
戻
ら

な
い
の
は
宮
中
地
区
の
平

日
無
料
が
要
因
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
こ
の
状
況
が
続
く
限
り
駅
西

駐
車
場
の
赤
字
状
態
は
変
わ
ら
な

い
の
で
な
い
か
。

答
駐
車
場
の
利
用
者
が
十
分

に
戻
ら
な
い
要
因
の
一
つ

と
し
て
、
宮
中
地
区
に
お
け
る

平
日
無
料
駐
車
が
挙
げ
ら
れ
る
。

現
在
の
駅
西
駐
車
場
の
指
定
管
理

期
間
は
令
和
８
年
度
で
終
了
す
る

が
、
令
和
９
年
度
以
降
も
赤
字
が

続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

施
設
管
理
課
だ
け
で
な
く
、
市
役

所
内
の
関
係
各
課
を
交
え
て
、
有

効
な
活
用
方
法
の
検
討
を
開
始
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

意
見現

在
の
指
定
管
理
期
間
以
降
の

利
用
方
法
を
見
据
え
て
検
討
を
進

め
る
の
で
あ
れ
ば
、本
議
案
は
妥

当
で
あ
る
。

採
決
の
結
果
、議
案
47
号
及
び

議
案
第
48
号
は
全
会
一
致
を
も
っ

て
、原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

教
職
員
定
数
改
善
等
を
求
め
る
請
願
を
審
査

鹿
島
神
宮
駅
西
駐
車
場
に
関
す
る
条
例
等
を
審
査

文 教 厚 生 委 員 会 

都 市 経 済 委 員 会
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質問者 質問項目 ページ 質問者 質問項目 ページ

佐藤　信成
・デマンドタクシーの利用状況
　について
・東関東自動車道開通について

12 宇田　一男 ・医療体制について 15

小池みよ子 ・鹿嶋市まちをきれいにする条例
  について 12 横山　揚久 ・空き施設の有効利用について

・市ホームページについて 15

斉藤　裕樹 ・第2次鹿嶋市自殺対策計画について 13 立原　弘一 ・地域福祉推進委員制度について 16

加 勢 　 誠 ・小中学校の体操服統一について 13 山口　哲秀 ・こども誰でも通園制度について 16

田 口 　 茂 ・ナガエツルノゲイトウへの対応
　について 14 笹沼　康弘 ・保育政策について 17

内野　敬仁
・（仮称）はまぐりサミット構想
  について
・小中学校における性被害防止
　について

14
掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会のホームページにある
「一般質問通告一覧」をご利用ください。
ページ ID：3292

\ ここが知りたい !/

一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針などに
ついて質問したり、又は報告、説明を求めたりするものです。

　人の
議員が
登壇!

11

【一般質問のYouTube配信】
一般質問の様子をYouTubeで録画配信
しています。
チャンネル名：鹿嶋市議会事務局

【本会議の音声公開】　　　　　　　　
本会議の音声データを会議録検索システ
ムに議事録が掲載されるまでの間、公開
しています。
ページID:14987

【会議録検索システム】
鹿嶋市議会のホームページ内にある会議
録検索システムで、各会議の議事録をご
覧いただけます。

本市議会の音声公開やYouTube 配信を行っています !
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鹿
嶋
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
条
例
は
、
清
潔
で
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ

た
条
例
で
あ
る
が
、
そ
の
効
果
に

つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
こ
と
は
あ

る
か
。
ま
た
、
ポ
イ
捨
て
や
犬
の

ふ
ん
害
に
つ
い
て
は
、
よ
り
厳
し

い
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

本
条
例
の
内
容
を
市
民
に
周
知
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
市
民
生
活
部
長　
条
例
制
定

の
効
果
と
し
て
は
、
本
条
例
に
基

づ
き
市
内
全
域
で
年
３
回
の
環
境

美
化
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
地

域
住
民
や
団
体
の
協
力
に
よ
り
、

ポ
イ
捨
て
の
減
少
や
市
民
の
環
境

意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
犬
の

ふ
ん
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
注
意

看
板
の
貸
出
し
や
広
報
紙
、
Ｆ
Ｍ

か
し
ま
で
の
啓
発
活
動
を
継
続
し

て
お
り
、
相
談
件
数
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
今
後
も
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
効
果
的
な
対
策
を
進
め

て
い
く
。

　
　
本
条
例
は
形
骸
化
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
罰
則
規
定
を
厳

罰
化
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

市
民
生
活
部
長　

本
来
、
条

例
と
は
市
民
生
活
の
ル
ー
ル
を
定

め
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
本
条

例
も
、
現
場
で
直
ち
に
取
り
締
ま

る
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
飼
い

主
の
自
覚
と
市
民
の
マ
ナ
ー
意
識

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
ふ
ん
害
な

ど
を
発
見
し
た
場
合
は
条
例
に
基

づ
く
指
導
が
可
能
で
あ
る
が
、
全

て
に
即
座
に
対
応
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
市
民
同

士
の
声
か
け
を
基
本
と
し
つ
つ
、

相
談
や
情
報
提
供
が
あ
っ
た
際
に

は
、
市
が
関
係
機
関
と
連
携
し
、

適
切
な
指
導
と
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
長
期
休
暇
中
の
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の

　
給
食
提
供
に
つ
い
て

　
　
料
金
改
定
に
よ
り
、こ
れ
ま
で

障
が
い
者
の
運
賃
割
引
は
半
額
だ
っ

た
が
、一
律
3
0
0
円
引
き
と
な
っ

た
。障
が
い
者
の
利
用
状
況
に
変
化

は
あ
っ
た
か
。

　
　
政
策
企
画
部
長　
障
が
い
者

割
引
の
適
用
割
合
は
、令
和
6
年
度

が
全
体
の
30
・
3
%
、令
和
7
年
度

が
25
・
8
%
で
、4
・
5
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
て
い
る
が
、実
際
の
利
用
者

数
は
令
和
6
年
度
が
1
0
8
人
、令

和
7
年
度
が
1
0
9
人
で
、ほ
ぼ
変

化
は
な
い
。
令
和
6
年
度
の
利
用

回
数
上
位
30
人
の
う
ち
、14
人
が
障

が
い
者
割
引
の
対
象
で
あ
り
、令
和

6
年
度
に
は
9
2
6
回
の
利
用
が

あ
っ
た
が
、改
定
後
の
令
和
7
年
度

に
は
5
9
7
回
と
な
り
、前
年
よ
り

3
2
9
回
減
少
し
て
い
る
。減
少
の

要
因
に
は
、転
居
や
登
録
抹
消
な
ど

も
含
ま
れ
る
た
め
、改
定
が
主
な
要

因
と
は
断
定
で
き
な
い
と
考
え
て

い
る
。

【
意
見
】

改
定
に
よ
り
利
用
者
は
減
少
し
た

が
、収
入
が
増
え
た
と
い
う
状
況
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ど
う
か
と

思
う
。ま
た
、難
病
患
者
も
割
引
対

象
と
な
っ
た
が
、新
た
な
利
用
者
が

増
え
て
い
な
い
の
で
、改
め
て
周
知

を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
潮
来・鉾
田
間
の
高
速
道
路
の

開
通
は
令
和
8
年
度
中
と
さ
れ
て

い
る
。高
速
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て

市
民
の
救
急
搬
送
体
制
に
ど
れ
ほ

ど
の
効
果
が
あ
る
の
か
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
新
た
な
高

速
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
、県
内
の

第
3
次
救
急
医
療
施
設
ま
で
の
搬

送
時
間
が
短
縮
さ
れ
、救
命
率
の
向

上
が
期
待
さ
れ
る
。土
浦
協
同
病
院

ま
で
約
11
分
、水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー

ま
で
約
10
分
短
縮
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
り
、医
療
資
源
が
限
ら
れ
る
地

域
に
と
っ
て
大
変
効
果
的
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状

況
に
つ
い
て

東
関
東
自
動
車
道
開
通
に
つ
い
て

鹿
嶋
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

条
例
に
つ
い
て

小
こ い け

池 みよ子
こ

議員

佐
さ と う

藤　信
のぶなり

成 議員

質問

録画映像

録画映像

問

問

問

問

答

答

答

答
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第
２
次
鹿
嶋
市
自
殺
対
策
計
画

に
つ
い
て

　　
　
若
年
層
の
死
因
の
第
一
位
が

自
殺
で
あ
り
、精
神
疾
患
患
者
や
不

登
校
の
児
童
生
徒
数
が
過
去
最
多

を
更
新
し
て
い
る
中
、本
市
で
は
、

第
２
次
鹿
嶋
市
自
殺
対
策
計
画
を

推
進
し
て
い
る
。し
か
し
、市
民
の

約
７
割
が
取
組
を
知
ら
ず
、現
役
世

代
や
相
談
に
つ
な
が
り
に
く
い
層

へ
の
周
知
が
課
題
で
あ
る
。今
後
の

周
知
と
相
談
体
制
の
強
化
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
本
計
画
は
、

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、令

和
６
年
３
月
に
策
定
し
た
も
の
で

あ
る
。こ
れ
ま
で
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
関
係
機
関
へ
の
周
知
、鹿
嶋
ま

つ
り
で
の
チ
ラ
シ
配
布
、市
広
報
紙

や
ポ
ス
タ
ー
、区
長
回
覧
、講
演
会

な
ど
を
通
じ
啓
発
に
努
め
て
き
た

が
、今
後
も
、情
報
発
信
の
手
法
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、関

係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、よ
り

一
層
の
周
知
を
進
め
て
い
く
。

　
　
不
登
校
の
増
加
に
は
精
神
的

不
調
や
人
間
関
係
な
ど
複
合
的
要

因
が
あ
る
。Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
ず
、

早
期
支
援
に
つ
な
げ
る
体
制
を
ど

の
よ
う
に
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育

や
相
談
窓
口
の
整
備
や
個
別
面
談
、

匿
名
連
絡
サ
イ
ト「
ス
ク
ー
ル
サ
イ

ン
」な
ど
を
活
用
し
、体
制
を
整
え

て
い
る
。ま
た
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
の
連
携
や
校
内
研
修
で

教
職
員
の
傾
聴
力・観
察
力
を
高
め

る
と
と
も
に
、福
祉
部
門
や
医
療
機

関
と
連
携
し
、個
別
ケ
ー
ス
会
議
や

連
絡
協
議
会
で
組
織
的
支
援
を
構

築
し
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、本
市

に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
は

２
年
連
続
で
減
少
す
る
見
込
み
で

あ
る
。

【
意
見
】

自
殺
対
策
な
ど
の
支
援
制
度
に
つ

い
て
は
浸
透
し
て
い
な
い
部
分
も

あ
る
。今
後
も
丁
寧
な
周
知
を
お
願

い
し
た
い
。

問

問

斉
さいとう

藤　裕
ひ ろ き

樹 議員

録画映像

答

答

小
中
学
校
の
体
操
服
統
一
に
つ

い
て

　　
　
体
操
服
に
は
氏
名
が
印
字
さ

れ
て
い
る
が
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
観
点
か
ら
、漢
字
で
は
な
く
カ
タ

カ
ナ
表
記
に
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

現
在
、半
数
の
学
校
で
は
名
字
の
み

や
フ
ル
ネ
ー
ム
な
ど
表
示
方
法
を

指
定
し
て
い
る
が
、残
り
の
学
校
で

は
指
定
が
な
く
、各
家
庭
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
。本
市
と
し
て
は
、

児
童
生
徒
が
登
下
校
時
に
体
操
服

を
着
用
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か

ら
、氏
名
表
示
の
廃
止
も
含
め
、校

長
会
に
提
案
し
て
い
く
。

　
　
各
学
校
で
体
操
服
の
色
や
デ
ザ

イ
ン
は
統
一
す
べ
き
と
考
え
る
。現

在
は
、学
年
を
判
別
し
や
す
く
す
る

た
め
に
学
校
ご
と
で
異
な
る
体
操

服
を
採
用
し
て
い
る
が
、今
の
社
会

情
勢
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。小
中
学
校

で
統
一
す
る
こ
と
で
、中
学
校
進
学

時
の
出
費
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。教

育
は
形
を
変
え
な
が
ら
も
続
い
て

い
く
も
の
で
あ
り
、時
代
に
合
わ
せ

て
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。　
　
　
　

　
　
教
育
長　
個
人
情
報
保
護
を

優
先
す
る
時
代
背
景
か
ら
、学
校
ご

と
の
デ
ザ
イ
ン
や
学
年
色
分
け
の

意
味
合
い
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
。兄
弟

や
知
人
に
譲
渡
で
き
な
い
こ
と
や

学
校
ご
と
の
価
格
差
も
課
題
で
あ

る
。こ
の
た
め
昨
年
、体
操
服
の
見

直
し
の
検
討
の
必
要
性
を
校
長
会

に
伝
え
た
。ま
た
、学
校
規
模
適
正

化
の
検
討
も
開
始
し
て
お
り
、仮
に

統
合
し
た
場
合
、統
合
校
同
士
で
体

操
服
が
異
な
る
こ
と
が
課
題
と
な

る
。こ
の
こ
と
か
ら
、体
操
服
の
市

内
統
一
は
望
ま
し
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。そ
の
た
め
、体
操
服
の
市

内
統
一
に
つ
い
て
校
長
会
に
協
議

を
申
し
入
れ
、教
育
委
員
会
も
学
校

と
と
も
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
小
中
一
貫
教
育
の
実
績
と
効
果

  

に
つ
い
て

問問

録画映像

答

答

加
か せ

勢　 誠
まこと

議員
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既
存
の
は
ま
ぐ
り
祭
り
に
、

競
争
や
商
品
開
発
の
場
を
加
え
た

「
は
ま
ぐ
り
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
を

提
案
す
る
。
受
賞
商
品
を
ふ
る
さ

と
納
税
や
地
元
店
舗
で
販
売
し
、

寄
附
集
中
期
に
は
メ
デ
ィ
ア
発
信

を
行
い
、
市
は
広
報
や
漁
業
者
・

事
業
者
の
単
価
向
上
の
後
押
し
を

図
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
後
押
し
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

　
　
経
済
振
興
部
長　
今
年
度
の

は
ま
ぐ
り
祭
り
の
内
容
変
更
は
難

し
い
が
、
次
年
度
以
降
に
議
員
ご

提
案
の
は
ま
ぐ
り
料
理
の
発
表
や

商
品
開
発
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
、

漁
業
協
同
組
合
と
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
市
と
し
て
も
、
メ
デ
ィ
ア

露
出
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る

た
め
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

推
進
室
を
中
心
に
、
テ
レ
ビ
で
取

り
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
全
国
で
教
職
員
に
よ
る
児
童

生
徒
へ
の
性
加
害
事
案
が
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
教
育
委
員
会
を
中

心
と
し
た
学
校
や
警
察
、
専
門
機

関
の
連
携
に
よ
る
相
談
支
援
体
制

と
、
教
育
長
の
性
被
害
ゼ
ロ
に
か

け
る
思
い
を
伺
い
た
い
。

　
　
教
育
長　
教
職
員
に
よ
る
児

童
生
徒
へ
の
性
暴
力
を
決
し
て
発

生
さ
せ
な
い
と
の
強
い
決
意
の
下
、

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
教
職
員
へ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
の
拡
充
や
児
童
生
徒
が

声
を
上
げ
や
す
い
環
境
づ
く
り
、

S
O
S
発
信
方
法
を
学
ぶ
授
業
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
万
が
一
事

案
が
発
生
し
た
場
合
は
、
児
童
生

徒
の
身
の
保
護
を
第
一
と
し
、
加

害
者
に
厳
正
な
処
分
を
行
い
、
被

害
児
童
生
徒
を
円
滑
に
支
援
で
き

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

一
層
強
化
し
て
い
く
。
安
全
・
安

心
な
教
育
環
境
の
構
築
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
南
米
原
産
の
特
定
外
来
生
物
で
、

茨
城
県
鹿
行
地
域
で
も
確
認
さ
れ

て
い
る
。強
い
繁
殖
力
を
持
ち
、農

地
や
水
路
に
侵
入
す
る
と
駆
除
が

困
難
に
な
る
。拡
散
防
止
の
た
め
、

早
期
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
が
、

北
浦
を
は
じ
め
本
市
周
辺
の
水
域

で
群
生
し
て
お
り
、農
業
用
水
路
や

排
水
機
場
、農
地
へ
の
侵
入
に
よ
っ

て
、農
業
被
害
や
水
流
阻
害
の
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。放
置
す
れ
ば
、

水
路
や
排
水
機
場
の
目
詰
ま
り
に

よ
る
通
水
障
害
や
冠
水
被
害
を
招

く
ほ
か
、水
田
に
侵
入
し
た
場
合
に

は
稲
の
生
育
を
妨
げ
、収
量
の
低
下

を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
。被

害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
自
治
体

に
よ
る
早
期
対
応
が
不
可
欠
で
あ

り
、国
や
県
の
財
政
的
支
援
と
広
域

的
な
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。農
家
の

声
を
重
視
し
、国
や
県
に
具
体
的
な

予
算
措
置
や
技
術
支
援
を
強
く
要

望
す
る
と
と
も
に
、市
と
し
て
実
施

可
能
な
対
策
を
迅
速
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
　
市
長　
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ

ト
ウ
は
農
業
全
体
に
大
き
な
支
障

を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
、対
策
の

遅
れ
は
広
域
的
な
被
害
拡
大
に
つ

な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。本
市
で

は
、現
時
点
で
大
き
な
被
害
は
報
告

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、議
員
ご
指

摘
の
と
お
り
、農
地
で
の
生
息
が
確

認
さ
れ
て
い
る
た
め
、国・県
、北
浦

周
辺
自
治
体
や
土
地
改
良
区
と
連

携
し
、繁
茂
状
況
の
確
認
や
情
報
共

有
を
進
め
て
い
る
。今
後
は
、国・県

の
補
助
や
技
術
支
援
を
活
用
し
、駆

除・防
除
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
行

う
と
と
も
に
農
業
従
事
者
に
ナ
ガ

エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の
脅
威
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
、農
地
で
の
駆
除・

防
除
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

市
が
中
心
と
な
り
、関
係
者
と
連
携

し
て
早
期
解
決
を
目
指
し
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の
処
分

　
方
法
に
つ
い
て

ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
へ
の

対
応
に
つ
い
て

（
仮
称
）
は
ま
ぐ
り
サ
ミ
ッ
ト
構
想

に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る
性
被
害
防

止
に
つ
い
て

内
う ち の

野　敬
たかひと

仁 議員

田
た ぐ ち

口　 茂
しげる

議員

質問

録画映像

録画映像

問

問

問

答

答

答

※
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医
療
体
制
に
つ
い
て

●
茨
城
県
で
は
、救
急
車
搬
送
時
に

緊
急
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、特

定
の
大
病
院
で「
選
定
療
養
費
」を

徴
収
す
る
制
度
を
導
入
し
た
。救
急

車
の
適
正
利
用
と
医
療
体
制
維
持

が
目
的
で
あ
り
、迷
う
症
状
の
場
合

は
救
急
電
話
相
談
で
適
切
な
受
診

判
断
を
行
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
。

　
　
救
急
医
療
で
は
、県
の
医
療
情

報
ネ
ッ
ト
や
子
ど
も
の
救
急
手
引
、

救
急
電
話
相
談
の
活
用
が
重
要
で

あ
る
が
、十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な

い
。そ
の
た
め
、既
存
の
シ
ス
テ
ム

を
広
く
P
R
す
る
と
と
も
に
、救

急
電
話
相
談
に
つ
い
て
は
、慌
て
た

場
合
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
、救
急

電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
た
シ
ー
ル

の
配
布
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
こ
れ
ま
で

市
内
に
は
選
定
療
養
費
の
対
象
医

療
機
関
は
な
か
っ
た
が
、本
年
10
月

か
ら
小
山
記
念
病
院
が
対
象
と
な

る
た
め
、広
報
か
し
ま
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
改
め
て
周
知
を
図
っ
て

い
く
。ま
た
、救
急
電
話
相
談
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
も
カ
ー
ド
タ

イ
プ
の
も
の
を
配
布
し
て
い
る
が
、

シ
ー
ル
タ
イ
プ
に
つ
い
て
も
、県
へ

の
要
望
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　
　
学
校
活
動
等
で
の
事
故
や
け

が
に
対
し
、教
師
が
生
徒
の
搬
送
を

躊
躇
し
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ

う
選
定
療
養
費
を
負
担
す
る
制
度

を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、本
市
に
お
い
て
も
、こ
の
よ
う

な
負
担
制
度
を
実
施
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

救
急
要
請
の
判
断
は
、教
員
が
担
う

こ
と
か
ら
、選
定
療
養
費
が
発
生
し

た
場
合
の
負
担
主
体
に
つ
い
て
は

課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。他

市
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、補
助
制

度
の
創
出
に
つ
い
て
県
に
要
望
し

て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・医
師
の
確
保
事
業
に
つ
い
て

問

問

宇
う だ

田　一
か ず お

男 議員

録画映像

答答

空
き
施
設
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　　
　
市
が
保
有
す
る
空
き
施
設
を

有
効
利
用
す
る
た
め
、マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
会
社
を
介
す
る
場
合
も
含
め
て
、

民
間
企
業
へ
貸
し
出
す
こ
と
は
可

能
か
。市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
政
策
企
画
部
長　
空
き
施
設

を
民
間
へ
貸
し
出
す
場
合
、継
続
的

な
賃
貸
収
入
を
得
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
ほ
か
、契
約
期
間
終
了
後
に

再
度
市
の
判
断
で
別
の
用
途
に
活

用
で
き
る
柔
軟
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

民
間
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
物

件
が
あ
れ
ば
、民
間
貸
与
の
可
能
性

も
あ
る
。し
か
し
、施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
維
持
管
理
を
考
慮
す
る
と
、

未
利
用
資
産
及
び
遊
休
資
産
に
つ

い
て
は
、貸
付
よ
り
も
売
却
を
優
先

的
に
進
め
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。

施
設
の
状
態
を
踏
ま
え
、具
体
的
に

活
用
を
希
望
す
る
事
業
者
が
あ
れ

ば
、本
市
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
方

策
を
そ
の
都
度
判
断
し
て
い
く
。

　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
情
報
を

探
し
づ
ら
い
と
感
じ
る
。必
要
な
情

報
を
確
認
で
き
れ
ば
、窓
口
業
務
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
。市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
政
策
企
画
部
長　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、市
民
に
多
様
な
情
報
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、目
的

の
情
報
に
た
ど
り
着
き
に
く
い
、同

じ
情
報
に
到
達
す
る
ま
で
複
数
ペ
ー

ジ
を
経
由
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
っ

た
課
題
も
あ
る
。必
要
な
情
報
を
迅

速
か
つ
効
率
的
に
得
ら
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
た
め
、「
広
報
か
し

ま
」の
記
事
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載

し
、該
当
ペ
ー
ジ
へ
直
接
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
ほ
か
、市

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
連
携
し
、市
民
が
情

報
を
取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
は
、生

成
Ａ
Ｉ
な
ど
新
た
な
技
術
の
活
用

も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問

問

録画映像

答

答

横
よこやま

山　揚
やすひさ

久 議員
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本
年
７
月
か
ら
本
市
で
も
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
試
行

事
業
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
制
度
の

背
景
や
目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

本
制
度
は
、
生
後
６
か
月
か
ら
３

歳
未
満
を
対
象
に
、
保
護
者
の
就

労
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
時
間
単

位
で
保
育
施
設
を
利
用
で
き
る
新

た
な
給
付
制
度
で
あ
る
。
全
て
の

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援

し
、
保
護
者
の
孤
立
感
解
消
や
育

児
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　
令
和
８
年
度
の
本
格
的
事
業

の
実
施
に
向
け
た
準
備
と
検
討
が

重
要
で
あ
る
が
、
提
供
体
制
を
整

備
す
る
た
め
の
課
題
と
対
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

　
　
教
育
長　
宮
下
保
育
園
を
継

続
実
施
施
設
と
見
込
み
、
今
年
度

の
利
用
実
績
を
踏
ま
え
つ
つ
、
定

員
や
人
員
体
制
等
の
具
体
的
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
制
度
の
認
知
度
が
十
分
で
な

い
た
め
、
母
子
保
健
や
子
育
て
支

援
部
署
と
連
携
し
周
知
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
利
用
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
場
合
に
は
定
員
拡
大
や
職

員
配
置
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
民
間
保
育
施
設
へ
の
実
施

拡
大
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
や
医

療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
の
受

入
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

本
制
度
の
利
用
登
録
後
に
全
て
の

親
子
と
事
前
面
談
を
行
い
、
お
子

さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
た
め
に
必

要
な
聞
き
取
り
や
確
認
を
実
施
し

て
い
る
。
特
別
な
支
援
を
要
す
る

お
子
さ
ん
も
可
能
な
限
り
受
け
入

れ
る
が
、
医
師
の
指
示
に
基
づ
く

対
応
や
専
門
的
知
識
が
必
要
な
場

合
に
は
事
前
準
備
や
調
整
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
そ
の
点
に
つ
い
て

は
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
高
齢
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
が
増
え
る
中
で
、地
域
福
祉
推
進

委
員
を
廃
止
す
る
こ
と
に
不
安
の

声
が
広
が
っ
て
い
る
。こ
の
問
題
は

福
祉
全
体
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

市
民
の
多
く
は「
後
退
で
あ
る
」と

受
け
止
め
て
い
る
。市
民
が「
鹿
嶋

市
の
福
祉
は
後
退
し
て
い
る
」と
感

じ
る
よ
う
に
な
る
と
、福
祉
へ
の
関

心
や
意
識
そ
の
も
の
が
薄
れ
て
い

く
お
そ
れ
が
あ
る
。こ
れ
は
、市
の

衰
退
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。こ

う
し
た
状
況
の
中
で
、行
政
は
福
祉

を
後
退
さ
せ
な
い
た
め
に
ど
の
よ

う
な
体
制
を
整
え
、市
民
の
安
心
を

守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。今
後
の

方
針
を
伺
う
。　
　

　
　
健
康
福
祉
部
長　
今
回
の
地

域
福
祉
推
進
員
制
度
の
見
直
し
で

は
、従
前
か
ら
行
っ
て
き
た
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
訪
問
活
動
は

新
た
に
市
内
4
カ
所
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職
に
よ
る

要
支
援・要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
や
給
与
所
得
者
で
な
い
方

へ
の
対
応
と
す
る
が
、こ
の
こ
と
は
、

今
後
の
持
続
可
能
な
福
祉
体
制
を

構
築
す
る
た
め
の
発
展
的
な
対
応

と
捉
え
て
い
る
。予
算
面
に
お
い
て

も
、事
業
そ
の
も
の
を
一
般
会
計
か

ら
介
護
保
険
特
別
会
計
に
移
管
し
、

国・県
な
ど
の
交
付
金
を
い
た
だ
き

市
の
負
担
を
極
力
抑
え
る
も
の
と

し
て
い
る
。そ
の
上
で
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
業
費
は
こ
れ

ま
で
の
約
7
9
0
0
万
円
に
加
え

て
、職
員
増
員
分
の
約
4
4
0
0
万

円
の
増
加
を
見
込
む
も
の
で
あ
り
、

全
体
事
業
費
は
む
し
ろ
増
額
と
な

る
。今
後
の
対
応
に
お
い
て
は
、引

き
続
き
高
齢
者
へ
の
支
援
強
化
を

図
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、市
が
目

指
す
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
強
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

【
意
見
】

市
民
の
安
心
に
は
、多
く
の
人
が
時

間
と
熱
意
を
か
け
て
関
わ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。現
行
制
度
を
廃
止

せ
ず
、さ
ら
に
手
厚
く
強
化
す
る
方

向
で
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

地
域
福
祉
推
進
委
員
制
度
に
つ
い
て

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ

い
て

山
やまぐち

口　哲
てつひで

秀 議員

立
たちはら

原　弘
ひろいち

一 議員

質問

録画映像

録画映像

問

問問

問

答

答

答答
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保
育
政
策
に
つ
い
て

　　
　
急
速
な
人
口
減
少
社
会
へ
と

移
行
す
る
中
で
、社
会
の
価
値
観
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。こ
う
し
た

転
換
期
に
お
い
て
、鹿
嶋
市
の
保
育

政
策
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き

た
の
か
、そ
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

本
市
の
保
育
行
政
は
、昭
和
41
年
に

町
立
第
一
保
育
園
を
設
置
し
た
こ

と
に
始
ま
り
、そ
の
後
の
社
会
状
況

に
対
応
し
て
発
展
し
て
き
た
。平
成

27
年
４
月
に
始
ま
っ
た
子
ど
も・子

育
て
新
制
度
で
は
、認
定
こ
ど
も
園

や
地
域
型
保
育
制
度
が
創
設
さ
れ
、

本
市
で
も
公
立
保
育
所
２
か
所
、公

立
認
定
こ
ど
も
園
１
か
所
、私
立
保

育
所
６
か
所
、地
域
型
保
育
事
業
所

８
か
所
、認
定
こ
ど
も
園
７
か
所
が

開
設
さ
れ
て
い
る
。
令
和
元
年
度

か
ら
は
、幼
保
連
携
に
よ
る
幼
児
教

育
の
推
進
や
小
学
校
へ
の
円
滑
な

接
続
を
図
る
た
め
、架
け
橋
期
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
、公
立・私
立

を
問
わ
ず
体
制
を
整
え
て
き
た
。さ

ら
に
、多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
し
、民
間
施
設
と
の
連
携
や
受
入

れ
枠
の
拡
充
を
進
め
、令
和
２
年
以

降
、4
月
1
日
時
点
に
お
け
る
待
機

児
童
は
ゼ
ロ
を
継
続
し
て
い
る
。一

方
で
近
年
は
、施
設
の
老
朽
化
や
入

園
希
望
者
の
減
少
か
ら
、公
立
幼
稚

園・保
育
施
設
再
編
方
針
に
基
づ
き
、

段
階
的
な
再
編
を
進
め
て
い
る
。今

後
は
、出
生
数
や
就
園
児
童
数
の
推

移
を
注
視
し
、民
間
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、必
要
量
の
確
保
に
努
め

て
い
く
。

※
就
学
前
か
ら
小
学
校
1
年
生
ま

で
の「
架
け
橋
期
」に
、幼
児
教
育

と
小
学
校
教
育
が
円
滑
に
接
続
し
、

学
び
の
連
続
性
を
保
障
す
る
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
鹿
嶋
市
の
保
育
政
策
に
お
い
て
、

今
後
の
他
市
町
村
と
の
広
域
連
携

の
可
能
性
に
つ
い
て

問

笹
ささぬま

沼　康
やすひろ

弘 議員

録画映像

答

※

いざという時のために、ラジオを身近に̶
「76.7メガヘルツ」エフエムかしまです！
エフエムかしまは地域のラジオ局として、災害時には各機関と連携し 
いち早く皆様へ情報を発信できるよう訓練しています。
災害はいつどこで起きるかわかりません。
生活にラジオを、防災にラジオを、もっと身近にラジオを̶̶̶̶

鹿嶋市議会の一般質問をエフエムかしまでライブ配信
しています。ラジオをお持ちでない方も、スマートフォ
ンやタブレット、パソコンなどから簡単に視聴できます。
スマートフォンの方は左の二次元コードをカメラアプリ
で読み取るとすぐに聞くことができます。

76.7MHz
マスコットキャラクターの
ナルナちゃんが目印！

HP：https://www.jcbasimul.com/fmkashima

す
hima

クターの
印！
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は
じ
め
に
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
始
め
た
き
っ
か
け
と
、鹿
島
高

校
を
選
ん
だ
理
由
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、父
の
影

響
で
小
学
校
か
ら
始
め
ま
し
た
。

鹿
島
高
校
を
選
ん
だ
理
由
は
、全

国
大
会
出
場
経
験
の
あ
る
堀
田
先

生
の
指
導
の
も
と
で
、さ
ら
に
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
学
び
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

チ
ー
ム
の
特
徴
や
強
み
は
何
で
す
か
。

フ
ィ
ジ
カ
ル
の
強
さ
が
私
た
ち
の

特
徴
で
す
。
他
の
チ
ー
ム
と
比
べ

て
特
別
身
長
が
高
い
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
粘
り
強
く
戦
う
た
め

に
も
フ
ィ
ジ
カ
ル
で
負
け
な
い

よ
う
、
日
々
練
習
を
重
ね
て
い

ま
す
。
ま
た
、
月
に
１
度
は
ト

レ
ー
ナ
ー
の
方
に
も
来
て
い
た
だ

き
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、

怪
我
を
し
に
く
い
体
づ
く
り
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

部
と
し
て
掲
げ
て
い
る
目
標
は
何

で
す
か
。

次
の
新
人
戦
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県

予
選
で
ベ
ス
ト
４
に
入
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、日
々
の
練
習

で
は
一
つ
ひ
と
つ
の
プ
レ
ー
に
集

中
し
、チ
ー
ム
全
員
が
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
ま
で
の
試
合
で
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

県
東
地
区
予
選
で
の
優
勝
で
す
。

特
に
主
力
の
３
年
生
が
放
っ
た
３

ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト
が
次
々
と
決

ま
り（
８
本
決
ま
り
ま
し
た
！
）、

会
場
が
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、そ
の
試
合
は
全
員
が
最
後
ま

で
粘
り
強
く
戦
っ
た
こ
と
で
勝
ち

切
れ
た
た
め
、大
き
な
自
信
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
は
キ
ャ
プ
テ
ン
の
角か
く
た田
さ
ん
を
は
じ

め
、
島し
ま
さ
ん
、
石い
し
だ田
さ
ん
の
３
名
に
取
材
に

応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議

員

議

員

議

員

議

員

島
さ
ん

島
さ
ん

角
田
さ
ん

角
田
さ
ん

今回は鹿島高校女子バスケットボール部に取材を行いました。女子バスケッ
トボール部は令和７年に行われたインターハイ県東地区予選会で優勝するなど、
直近の大会でも実績を残しており、これからも躍進が期待されています。現在
の部員数は14名（マネージャー１名）で、週５日、ドリブルワークやシュート率、
コミュニケーション能力、判断力、決断力を高める練習など、実戦で役立つ練習
を中心に取り組んでいます。

鹿
島
高
等
学
校
　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

躍
進
の
秘
密

特集
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
は
何

だ
と
思
い
ま
す
か
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
戦
う
こ
と
が
重
要
な

ス
ポ
ー
ツ
で
、試
合
に
勝
っ
た
と

き
や
得
点
し
た
と
き
に
仲
間
と
喜

び
を
分
か
ち
合
え
る
と
こ
ろ
が
魅

力
で
す
。ま
た
、得
点
が
決
ま
っ
た

瞬
間
に
会
場
全
体
が
盛
り
上
が
り
、

見
て
い
る
人
に
も
感
動
や
元
気
を

与
え
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い

ま
す
。

部
活
動
を
通
じ
て
成
長
で
き
た
と

感
じ
る
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

仲
間
の
大
切
さ
を
知
り
、考
え
方

が
前
向
き
に
な
り
ま
し
た
。
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

協
力
す
る
力
が
養
わ
れ
た
と
思
い

ま
す
。学
校
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
、周

り
と
協
力
す
る
こ
と
で
、よ
り
楽

し
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

最
後
に
、鹿
嶋
市
の
魅
力
は
何
だ

と
思
い
ま
す
か
。

海
産
物
が
魅
力
的
で
、特
に
は
ま

ぐ
り
や
鹿
島
だ
こ
が
大
好
き
で
す
。

鹿
島
神
宮
は
歴
史
が
あ
り
、海
も

す
ぐ
近
く
に
あ
る
の
で
、ど
ち
ら

も
鹿
嶋
の
誇
れ
る
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
。

女
子
バ
ス
ケ
部
の
皆
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
、日
々
の
練
習
や
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
姿
勢
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
仲
間
を
大
切
に

し
な
が
ら
一
丸
と
な
っ
て
挑
む
姿

は
、と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま
す
。

大
会
で
も
、持
ち
前
の
粘
り
強
さ

と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
存
分
に
発
揮

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
心
か

ら
応
援
し
て
い
ま
す
！

取
材
を
終
え
て

議

員

議

員

議

員

島
さ
ん

島
さ
ん

石
田
さ
ん

Basket　　　ball

Just Do It

Do Your 
Best
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◆
◆ ◆

三
笠
小
学
校 

六
年
生 

　
　
新あ

ら
い井　

祐ゆ
う
ひ飛 

さ
ん

夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

　
で
る
こ
と
で
す
！

僕
の
将
来
の
夢
は
、オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
水
泳
選
手
と
し

て
出
る
こ
と
で
す
。
水
泳
を

始
め
た
の
は
６
歳
の
と
き
で
、

サ
ー
フ
ィ
ン
が
大
好
き
な
お

父
さ
ん
の
影
響
で
始
め
ま
し

た
。
今
は
長
距
離
の
ク
ロ
ー

ル
を
中
心
に
週
５
日
練
習
し

て
い
ま
す
が
、将
来
は
ど
の

種
目
で
も
泳
げ
る
選
手
に
な

り
た
い
で
す
。
目
標
と
し
て

い
る
選
手
は
、長
距
離
を
得

意
と
し
て
い
る
鈴
木
聡
美
選

手
や
瀬
戸
大
也
選
手
で
す
。

夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、毎

日
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、ご
飯

を
し
っ
か
り
食
べ
て
、栄
養

を
考
え
た
食
事
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
家
族
も
応
援
し

て
く
れ
て
い
る
の
で
、こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

鹿
嶋
市
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

サ
ッ
カ
ー
が
強
い
こ
と
と
、

お
い
し
い
農
産
物
が
多
い
こ

と
で
す
。特
に
農
産
物
は
、市

外
の
人
に
も
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
鹿
嶋
の

よ
さ
を
、も
っ
と
た
く
さ
ん

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
大
き

な
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る

新
井
さ
ん
の
姿
か
ら
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目
指
し
て
、こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
（
舛
井
委
員
、樋
口
委
員
）

は
オオオオ

―鹿嶋っ子の夢、　　　　　応援しています―きかせて !あなたの夢
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